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現代技術史研究会会誌『技術史研究』91号

70周年記念号案内

現代技術史研究会の会誌『技術史研究』は創刊 1953年 6月 であり、本年 70周年を迎え

ました。今回発行の 91号を 70周年記念号として、広く販売することにしました。

内容は、以下です。

後藤政志 (元東芝原発プラント設計者)「老朽化した原発を運転することは大規模事故の

リスクを上げる」

鹿児島県川内原発の特別点検に係わる元分科会委員としての体験報告を中心に、老朽化

した原発を運転することの危険性を説いています。

宇井純「昭和電工の主張と不合理性の基礎」(新潟水俣病訴訟補佐人の意見)

裁判記録の中に埋もれていたといってよい 1971年の論文で、昭和電工の技術への取り組

みを具体的・徹底的に批判した優れた論文です。宇井氏は現技史研会員として 1963年から

当誌で「水俣病」の連載を始めました。

井野満博 「現代技術史研究会における技術思想はどのようなものだったか」

井野氏は 1950年代からの会員で、現代技術史研究会内の技術論争の当事者として、本研

究会の技術思想がどのようなものであったかを論じています。

他 水俣病事件関係含む 5論考、会員アンケー ト等充実した内容です。 B5 210頁。

現代技術史研究会編集・発行 価格 1100円 (税込み)。 送料が 300円プラスされます。

販売は (有)く んぷる が行います。in塾塑製m21二・∞巫L faX:042・ 725・6028
くんぶるに『技術史研究』91号一冊と申し込むと、同社から同誌と現代技術史研究

会宛て 1400円の振替用紙が同封されてきます:Amazon他一般書店でも扱っています。
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>  戦後技術の歩みを振り返って見た時              天笠啓祐 162

>>  日本窒素労働者の歴史 Ⅲ                  矢作 正 168‐207












	会誌70周年宣伝文現技史研作成.pdf
	第９１号会誌紹介用抜粋
	①91号会誌表紙.pdf
	②会誌の目次.pdf
	③川内原発運転期間延長分科会　後藤政志　目次等.pdf
	④川内原発分科会経緯.pdf
	⑤委員名簿と特別点検.pdf


